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消 費者 同士 の取 引 を ｢CtoC｣(Consumerto
Consumer)と呼ぶ｡
本論文では貿易取引と深くかかわっている各分
野における､貿易取引電子化の動き､仕組み､影
響等を論じている｡
第-章は電子商取引の基本部分､EDIについて
解説する｡EDIの定義から展開して､商取引のデー
タ交換形式の変化から､EDIの必要性を説明する｡
そして､商取引活動の拡大に伴い､EDI標準化整
備の重要性を説明する｡この後は本章の中心部分
EDIのメリットになる｡EDIは企業活動における､
単にコス ト削減だけではなく､企業経営の効率化
を向上に貢献することは重要なメリットであるこ
とを示す｡最後はEDIの今後を展望することであ
る｡
第二章は貿易取引電子化されると商社にどの影
響が及ぼすかが言及し､そして商社の対応策はど
う取るかを分析している｡商取引電子化する目的
は商取引を効率化するためである｡すなわち､中
間業者を中抜きことである｡しかし､商社は長い
間の堅実な経験を持ち言って､電子商取引に運用
して､新しい形で商取引を行うことができる｡本
章はこのことを論じている｡
第三章は貿易取引の変化について論述し､そし
て諸外国の事例を取り上げ､最後は貿易取引電子
化される問題点を考えて､それを対する対処方法
を検討している｡本章の中心は貿易取引の手続変
化についての諸問題と対策である｡
第四章は港湾EDIについて研究する｡貿易取引
の活発に伴い､港湾業務の効率化を強く要請して
来た｡このような背景の中で､港湾手続の電子化
が急務になっている｡東アジア諸国と日本の動き
を考察して､港湾事務の電子化の意義と今後の課
題を言及する｡
第五章はEDIに関する法律上の問題について論
ずる｡本章の中心は貿易取引を電子化されるとと
もに､世界各国の法律整備を考察することである｡
以上のことから､電子商取引､つまり貿易取引
の電子化について､その発展と影響を考察すると
ともに､電子商取引の将来性を予測する｡
